










太陽磁場活動望遠鏡(SolarMagnetic Activity Research Telescope:SMART)のCCDカ
メラには、彩層活動現象と光球面ベクトル磁場の高時間・空間分解能観測を実現するた
めに、 (1)太陽全面をカバーする広視野(2000")、(2)望遠鏡口径(ゆ20rv25cm)の分解能を
















カメラは地上 15mの望遠鏡内部に設置され、 5台の USB2.0HUBを経由して、地上の





し、 USB2.0誤動作状態を解析した。その結果、 (1)USB2.0 HUBコントローラー ICの
動作クロック (30MHz/48MHz)近傍には、伝動ノイズ、電磁波ノイズのいずれもが認め
られること、 (2)これらのノイズにより USB2.0HUBコントローラー ICが誤動作をして
いること、 (3)これらのノイズは、 30系統ある望遠鏡内部のモーターシステム(コント
ローラ一、ケーブル、モータ一本体)からの漏れ電流および電磁放射であるこを突き止め
た。評価結果に基づき、モーター動力線のシールド化、信号グランドと動力グランドの区
分を徹底、 USB2.0シールドケーブルを 2重シールド化、を施した。
これら一連の作業の結果、 5台の USB2.0HUBを経由して、安定してカメラを動作さ
せることが可能となり、画像転送の速度は、カメラの設計値である 20MB/sを実測によ
り確認した (32MB画像の転送に1.6秒)。
(永田伸一記)
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